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　これまで大型動物の体重は体重計による計測でなく、動物の体形から予測
し、そこから投薬量などを決めていましたが、大型体重計を寄付していただ
き、ポニーたちの体重を月に１回程度測ることができるようになりました。
　加えて、コードレスの体重計を借りて、これまでにライオン、マレーグマ、
ブラジルバクの体重測定に成功しました。
　体重を数値化できると、動物の体型に合わせてエサの種類を変えたり、運動
量を増やすなど、より充実した健康管理を行うことができます。
　今後も定期的な体重測定を行い、動物たちの健康を管理していきます。
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リニューアル工事のため、動物園は休
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園しています（令和９年３月末まで）
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　「赤レンガ館」を含む一帯は
甲州財閥・若尾民

た み ぞ う

造さんら
の寄贈の地。「赤レンガ館」は、
1908（明治 41）年ごろ、歩兵
第四十九連隊※の糧

り ょ う ま つ

秣庫（食料
庫）として建てられ、第二次
世界大戦の終戦まで使用され
ていました。現存していませんが、周囲には軍人のた
めの宿舎や射撃場などもあったそうです。軍事施設に
は多くの人が集まるため、近所の朝日通り商店街が栄
えるなど、まちの発展にもひと役かっていたようです。
※大日本帝国陸軍の連隊のひとつ（通称：甲府連隊）

今月の担当レポーター　野呂　貴美恵

市民レポーターブログ 検索市民レポーターブログ
もご覧ください▶
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　成人した娘が山梨大学教育学部附属小学校・中学
校にお世話になっており、久しぶりに望む風景は懐
かしいものがありました。甲府のま
ちの成り立ちにも大きく関係してい
たことを知り、建造物の歴史的背景
を実感しました。事前に申請をする
ことで見学できるので、皆さんも一
度訪れてみてはいかがでしょうか？

　現在「赤レンガ館」の一部では、山梨大学教育学部の
歴史を中心とした資料が多数展示されています。江戸

時代の甲府学問所、徽
き て ん か ん

典館か
ら現在の山梨大学になるまで
の変遷などをわかりやすくま
とめたパネル、施設の図や写
真、実際に使用されていた用
具や制服、通信簿などが並べ
られていました。

　「赤レンガ館」は登録有形文化財に指定されています。
外観を変更しなければ中の改修や改装はできるそうで、
現在は綺麗なホールになっており、中学生の授業や部活
などで使用することもあるそうです。
　一方で、大切な歴史を風化させないために、外壁のイ
ギリス積みから変形したと思われる“オランダ積み”のレ
ンガや特徴的な天井の造りなどは、当時の姿が守られて
いました。

▲ 山梨県内に現存する最大規模の
　 煉瓦建造物。周囲の建物とは違
　 う雰囲気を醸しています

     （写真提供：山梨大学）

　明治時代からの“甲府市”を想起させる歴史的建築物が、甲府市の北部にあります。
今回は、市歴史文化財課の職員さんに案内していただき、山梨大学教育学部附属中学
校の敷地内に建つ『赤レンガ館』を見学。地域の歴史や建造物の歴史などを学びました。

▲ 改修を行い、入り口からすぐ
      のスペースは歴史資料室とし  
      て活用されています

体重測定を行っています

山梨大学の歴史がわかる！

忘れてはいけない地域の財産

レンガに歴史あり！「赤レンガ館」「赤レンガ館」

▲ ライオンのデネブは何 kg かな？

健康管理に健康管理に
役立って役立って
います！います！

ハナ
（ブラジルバク）

 ショウコ
（ライオン）

▲ 甲府連隊の建物として現在も残る
　 のは、「赤レンガ館」の１棟のみ

問い合わせ先
山梨大学総務企画部総務課　☎ 055（220）8020

◀ 耐震改修などが行わ
　れてきた中でも、歴
　史的な特徴は残され
　ています

甲府市北部の発展の場

オランダ積み
のレンガ

特徴的な
天井の造り
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